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問
　

会
計
全
般
の
不
能
欠
損

処
理
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま

で
調
査
を
し
て
不
能
欠
損

扱
い
に
し
た
の
か
。

答
　

銀
行
の
預
貯
金
調
査
な

ど
も
お
こ
な
い
、
回
収
機

構
へ
回
し
て
い
る
が
、
差

押
ま
で
は
お
こ
な
っ
て
い

な
い
。

問
　

平
成
25
年
度
決
算
の
町

長
自
身
の
総
括
は
。

答
　

25
年
度
が
39
億
、
26
年

度
は
川
口
の
大
型
事
業
な

ど
で
40
億
を
超
え
る
。
27

年
度
以
降
は
、
庁
舎
の
改

修
、
町
道
の
整
備
、
教
育

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
な
ど
お

こ
な
い
、
過
去
３
年
間
で

の
決
算
平
均
ベ
ー
ス
の
横

這
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　

障
害
者
控
除
対
象
者
証

明
書
発
行
者
数
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
、
広
報
不

足
で
は
な
い
の
か
。

答
　

財
政
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
確
定
申
告
時
な
ど
に

対
象
者
に
促
し
て
い
く
。

問
　

地
籍
調
査
委
託
料
の
一

筆
調
査
地
区
は
。

答
　

鶴
川
地
区
の
４
㎢
を
実

施
し
た
。

問
　

ぼ
た
ん
荘
の
経
営
状
況

は
。

答
　

８
４
０
万
円
の
委
託
料

を
含
め
て
、
約
95
万
円
の

黒
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
雇
用
18
名
、

業
者
か
ら
の
仕
入
れ
が
約

１
６
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
て
、
経
済
効
果
も
出
て

い
る
。

問
　

健
康
調
査
訪
問
事
業
委

託
料
の
訪
問
件
数
が
減
少

し
て
い
る
理
由
は
。

答
　

24
年
度
は
、
前
年
の
台

風
被
害
に
よ
る
健
康
調
査

を
主
に
お
こ
な
い
、
25
年

度
は
被
災
さ
れ
た
方
が
た

の
中
で
、
精
神
状
態
と
か

高
齢
者
な
ど
に
絞
込
み
を

お
こ
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。

問
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
副
作
用
の
該

当
者
の
状
況
は
。

答
　

当
町
で
は
、
副
作
用
の

報
告
は
無
い
。

問
　

妊
婦
健
康
調
査
助
成
金

の
不
用
額
が
多
い
理
由
は
。

答
　

対
象
者
は
、
県
外
の
医

療
機
関
で
受
診
し
た
方
へ

の
償
還
金
で
、
県
外
検
診

が
少
な
か
っ
た
の
が
理
由

で
あ
る
。

問
　

健
康
検
診
な
ど
の
受
診

者
が
減
少
し
て
い
る
が
対

策
は
。

答
　

今
年
度
か
ら
、
が
ん
検

診
２
０
０
円
や
特
定
健
診

５
０
０
円
を
無
料
に
し
、
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歳
　
出

　
総
　
務
　
費

一
般
会
計
決
算　
歳
出　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
39
億
２
２
４
万
円

　９月定例会は、９月９日から25日までの17日間開催しました。
　平成25年度一般会計及び、各特別会計の決算が提出され、慎重に審議した結果、どの会計も正しい運営が
されているものと認定しました。また執行部より26年度補正予算６件、条例関係３件、人事案件１件、報告
１件、計11件が提出され、議員からは意見書１件を提出し、いずれも原案のとおり可決しました。
　審議した議案のうち、25年度決算・26年度補正予算の質疑応答や主な議案について要約して掲載しています。

25年度決算・26年度補正予算等を審議

決
算
審
議

歳

入

民

生

費

衛

生

費

池 野 山 環 境 衛 生 セ ン タ ー



啓
発
活
動
も
お
こ
な
っ
て

い
る
。

問
　

急
傾
斜
事
業
負
担
金
で
、

崖
崩
れ
対
策
が
必
要
な
カ

所
へ
の
対
策
は
。

答
　

小
規
模
崖
崩
れ
対
策
事

業
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
所
が
多
い
が
、
危
険
な

カ
所
も
あ
る
。

　

こ
の
事
業
の
対
象
カ
所

に
認
定
さ
れ
、
安
全
に
そ

の
地
区
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

要
綱
見
直
し
の
要
望
活
動

を
、
国
・
県
へ
お
こ
な
い

た
い
。

問
　

有
害
駆
除
で
、
被
害
が

増
え
て
い
る
猿
に
つ
い
て

も
、
生
息
個
体
調
査
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　

捕
獲
し
て
い
る
が
、
被

害
件
数
が
増
加
し
て
い
る

の
で
、
県
に
調
査
を
要
望

し
た
い
。

問
　

工
事
関
係
の
不
用
額
が

多
い
が
、
町
内
業
者
育
成

な
ど
の
考
え
は
。

答
　

最
低
制
限
価
格
の
底
上

げ
な
ど
を
お
こ
な
い
、
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平成25年度　一般会計決算

歳入　45億5,484万円　　　歳出　39億224万円　　6億5,260万円の黒字
経常収支比率	 75.5%（昨年度は77.1%）
地方債現在高（借金）	 33億659万円（昨年度より8,944万円の増）
基金合計（貯金）	 34億4,484万円（昨年度より6億8,475万円の増　　　5月31日現在）

歳入・歳出の主なもの
歳　　入 金　　額 対前年度比 歳　　出 金　　額 対前年度比

町税 1億9,666  529 人件費 4億1,988 △ 1,107
地方譲与税 3,604 △ 196 物件費 4億5,813 △ 199
地方消費税交付金 2,489 △ 21 維持補修費 5,722 338
地方交付税 19億7,102 △ 1,109 扶助費 1億5,962 △ 533
国庫支出金 3億5,824 △ 6,588 補助費等 4億2,643 △ 99
県支出金 4億8,591 2億9,921 公債費 3億8,442 △ 1,972
繰入金 7,432 3,525 積立金 7億7,238 3億6,787
繰越金 8億5,658 5,388 繰出金 3億681 △ 245
諸収入 6,250 △ 1億3,398 普通建設事業費 8億4,665 5億472
町債 4億3,097 2億251 災害復旧事業費 6,907 △ 3億1,518

古座川町議会だより（3）

農
林
水
産
業
費

平 井 ヘ リ ポ ー ト

鳥 獣 害 防 護 柵 （ 潤 野 ）

（単位：万円）
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◎　交通通信施策
・　ふるさとバスの利用客数は本川線、小川線を合わせて１７，４３３人。
・　町道の整備は下露小川１号線、直見和田地線、岩井谷１号線、妙応寺線等。

◎　保健・医療・福祉施策
・　予防接種は子宮頸がんワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチンの３種類が定期予防
接種に追加され実施するとともに、75歳以上の方を対象に高齢者肺炎球菌ワクチン、全国的に
流行した風疹に対しての予防接種費用を助成。

・　要援護者見守り事業によるスタッフの戸別訪問。
・　子育て支援事業として子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査とアンケート調査。

◎　生活環境施策
・　串本町と共同でおこなっている、し尿処理施設として池野山環境衛生センターが完成。
・　洪水や津波対策として高池上部・下部に避難施設を整備、11ヵ所にＬＥＤ避難誘導灯を設置。
・　平井地区にヘリポートを設置。

◎　産業の振興施策
・　鳥獣害対策として４地区に鳥獣害防護柵を設置。
・　観光施策として虫喰岩に物産販売所とトイレ、平井地区にトイレを新築。

◎　教育文化施策
・　学校図書環境整備として、図書データを電子化、各学校間で図書データが共有できるようにした。
・　統廃合等によって廃校になってしまった学校を含め12校の校歌をＣＤ・ＤＶＤ化。
・　いじめ防止のため古座川町いじめ防止基本方針を策定。
・　子ども議会の開催。
・　古座川町史編纂事業の完成を記念して、完成記念シンポジウムを開催。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化

基
準
以
上
の
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
等
を
策

定
し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
古
座
川
町
の
比
率
は
、
次
表
の
と
お
り
で
、

赤
字
額
も
な
く
、
実
質
公
債
費
比
率
も
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

健 全 化 判 断 比 率 の 報 告

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

古座川町 － － 7.2 －
早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 30.0 35.0

（単位：％）

※表中の「－」は、赤字額がなく、比率として表われないことを示します。

平成25年度におこなわれた主な事業

【健全化判断比率】



問
　

庁
舎
改
築
構
想
作
成
支

援
業
務
の
内
容
は
。

答
　

福
祉
部
門
が
来
年
度
、

川
口
に
移
る
の
で
、
そ
の

後
の
機
構
改
革
も
現
在
検

討
し
て
い
て
、
現
庁
舎
を

住
民
が
利
用
し
や
す
い
様

に
改
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　

庁
舎
裏
の
進
入
路
舗
装

工
事
を
す
る
理
由
は
。

答
　

庁
舎
裏
に
倉
庫
が
あ
り
、

車
を
乗
り
入
れ
る
際
に
未

舗
装
で
あ
る
た
め
、
近
所

の
家
に
小
石
を
は
ね
た
り

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
、

今
回
舗
装
す
る
も
の
で
あ

る
。

問
　

ぼ
た
ん
荘
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
を
芝
生
化
す
る
と

の
事
だ
が
、
地
元
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
子
供
達
が
遊

べ
る
遊
具
を
置
く
計
画
は

な
い
の
か
。

答
　

芝
生
化
し
テ
ー
ブ
ル
等

を
置
き
、
皆
さ
ん
が
多
目

的
に
使
え
憩
え
る
場
所
に

し
た
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
遊
具
等

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

問
　

鳥
獣
食
肉
処
理
施
設
新

設
工
事
が
当
初
の
３
７
０

０
万
円
に
２
２
６
５
万
円

増
額
と
の
事
だ
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
　

鳥
獣
食
肉
処
理
施
設
に

つ
い
て
国
が
年
末
ぐ
ら
い

に
、
管
理
基
準
や
運
用
基

準
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出

す
予
定
で
あ
り
、
日
本
ジ

ビ
エ
振
興
協
議
会
の
方
が

た
の
指
導
を
受
け
、
そ
れ

に
対
応
し
た
施
設
に
し
た

た
め
で
あ
る
。

問
　

ぼ
た
ん
荘
に
薪
ス
ト
ー

ブ
を
設
置
す
る
目
的
は
。

　

ま
た
、
薪
の
購
入
先
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

県
が
防
災
を
兼
ね
た
避

難
施
設
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
事
業
に
対
し
て
、

交
付
金
を
出
す
も
の
で
、

ぼ
た
ん
荘
は
避
難
所
の
位

置
づ
け
に
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
導
入
を
決
め
た
。

　

薪
の
購
入
先
は
決
定
は

し
て
い
な
い
が
、
森
林
組

合
が
一
番
適
当
と
考
え
て

い
る
。

問
　
「
山
の
恵
み
」
活
用
事

業
の
内
容
は
。

答
　

古
座
川
に
ん
に
く
生
産

組
合
へ
の
補
助
で
、
菌
床

シ
イ
タ
ケ
の
廃
棄
に
な
っ

た
も
の
を
堆
肥
化
す
る
た

め
の
施
設
を
相
瀬
に
つ
く

る
。

問
　

消
防
団
員
の
退
職
が
進

ん
で
い
る
が
、
新
た
な
団

員
募
集
の
考
え
は
。

答
　

今
年
５
名
退
職
さ
れ
、

も
う
１
名
が
退
職
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　

幹
部
会
等
で
加
入
促
進

の
協
議
を
し
て
頂
く
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
鳥
獣
食
肉
処
理
加
工
施
設
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　

２
２
６
５
万
円
な
ど
を
追
加

古座川町議会だより（5）

総

務

費

消

防

費

農
林
水
産
業
費

芝生化されるゲートボール場

補修予定の洞尾橋



　

平
成
24
年
８
月
に
成
立

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
関
連
法
で
は
、
民
間
事

業
者
が
市
町
村
の
認
定
や

基
準
に
従
っ
て
施
設
の
運

営
を
お
こ
な
う
場
合
、
財

政
支
援
が
得
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
基
準
を
定
め
る
た
め

３
つ
の
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

と
は
原
則
定
員
20
名
以
上

で
新
制
度
に
移
行
す
る
私

立
の
幼
稚
園
、
認
可
保
育

所
、
認
定
子
ど
も
園
。

　

特
定
地
域
型
保
育
事
業

と
は
、
定
員
が
19
名
以
下

で
主
と
し
て
3
歳
児
未
満

の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た

規
模
が
小
さ
な
保
育
事
業

で
、
定
員
や
場
所
に
よ
り

4
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
と

は
定
員
が
１
名
か
ら
19
名

以
下
の
規
模
で
、
主
と
し

て
３
歳
児
未
満
の
乳
幼
児

を
対
象
と
し
た
事
業
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
、
小

規
模
保
育
事
業
、
居
宅
訪

問
保
育
事
業
、
事
業
所
内

保
育
事
業
を
い
う
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
と
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
や
学
童
保
育
事
業
の

こ
と
。

一般会計補正予算（第４号）　　歳出の主なもの　　

総務費
庁舎改築構想作成支援業務 108万円
庁舎裏進入路舗装工事 100万円
ぼたん荘附属施設改修工事（ゲートボール場を芝生化） 600万円

衛生費
予防接種委託料（乳幼児の水痘、高齢者の肺炎球菌ワクチン） 120万円

農林水産業費
鳥獣食肉処理加工施設新設工事（増額） 2,265万円
「山の恵み」活用事業補助金（にんにく生産組合堆肥場） 400万円
薪ストーブ設置工事（ぼたん荘に２基設置・薪割り機を含む） 895万円

土木費
橋梁維持補修実施設計委託料（洞尾橋、金山橋） 1,000万円

消防費
避難施設（旧愛宕寮）改修工事（車道用のスロープ） 1,500万円

条
例
制
定

古座川町議会だより （6）

古
座
川
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

古
座
川
町
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

古
座
川
町
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

車道用スロープに改修される旧愛宕寮玄関（高池）



古座川町議会だより（7）

一 般 質 問

みんなの願いを町政に

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の

行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

所
信
を
た
だ
す
、
議
員
固
有
の

権
能
と
し
て
許
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、
町
の

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
あ
ら
か

じ
め
質
問
内
容
を
通
告
し
て
お

き
ま
す
。

　

質
問
形
式
は
古
座
川
町
議
会

で
は
、
質
問
回
数
が
３
回
ま
で

と
制
限
さ
れ
て
い
る
代
わ
り
に

時
間
制
限
が
無
い
、
と
い
う
方

式
と
、
一
問
一
答
で
質
問
回
数

に
制
限
は
な
い
け
れ
ど
も
時
間

が
70
分
と
制
限
さ
れ
て
い
る
２

つ
の
方
式
が
あ
り
、
そ
の
ど
ち

ら
か
を
議
員
が
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

議
案
に
対
す
る
質
疑
は
議
題

外
に
わ
た
っ
た
り
、
自
分
の
意

見
を
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
一
般
質
問
は
提
案
し
た
り

自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
だ
よ
り
の
原
稿

は
、
一
人
約
１
２
６
０
字
以
内

に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
全
て
の
質
問
内
容
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

４議員の質問事項は、次のとおりです

谷　　久司　議員　（８ページ）
　・地籍調査完了後の方向について

尾崎やよい　議員　（９ページ）
　・南紀熊野ジオパークについて

坂本　卓巳　議員　（10ページ）
　・防災対策の強化について

日下　博規　議員　（11ページ）
　・空き家対策と定住促進について
　・福祉モノレールについて



　

私
は
、
今
高
池
地
区
下

部
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

地
籍
調
査
に
関
連
し
て
、

以
下
の
５
項
目
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
地
籍
調

査
で
は
、
民
有
地
は
言
う

に
及
ば
ず
、
公
衆
用
道
路

や
無
番
地
の
官
有
地
（
里

道
・
水
路
・
池
・
井
戸
）

等
の
境
界
が
画
定
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
官
地
は
平
成

17
年
に
国
よ
り
古
座
川
町

に
移
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
官
地
の
整
理
に

つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　

現
在
、
高
池
江
崎
地
区

の
地
籍
調
査
が
進
行
中
で

あ
り
ま
す
が
、
公
図
の
訂

正
ま
で
の
所
要
時
間
は
如

何
ほ
ど
か
か
る
の
で
す
か
。

町
長

　

本
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
高
池
下
部
地
区
字
江

崎
の
地
籍
調
査
に
つ
い
て

は
、
土
地
所
有
者
や
地
元

の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、

現
在
、
土
地
境
界
立
合
い

業
務
に
つ
い
て
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
境
界
杭
の
実
施
測
量

と
な
り
ま
す
。

　

公
図
訂
正
ま
で
の
所
要

期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
測
量

し
た
デ
―
タ
を
基
に
地
図

作
成
業
務
を
実
施
し
完
成

後
に
各
地
権
者
に
よ
る
閲

覧
、
認
証
を
お
こ
な
い
、

平
成
28
年
度
末
に
法
務
局

に
提
出
す
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
図
及
び
登
記
簿
の
書

き
換
え
業
務
を
実
施
し
完

成
と
な
り
ま
す
の
で
、
１

地
区
あ
た
り
境
界
立
合
い

か
ら
公
図
訂
正
ま
で
３
年

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問

　

公
図
が
訂
正
さ
れ
所
有

区
分
や
面
積
が
明
確
に
な

り
所
有
者
も
安
心
す
る
と

考
え
ま
す
が
、
そ
の
後
の

活
用
に
つ
い
て
は
如
何
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

地
籍
調
査
の
本
来
の
効

果
は
、
個
人
財
産
の
保
全

と
管
理
に
繋
が
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
地
籍
調
査
後

に
つ
い
て
は
、
隣
接
地
と

の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
土
地

取
引
の
円
滑
化
、
災
害
復

旧
事
業
や
公
共
事
業
の
推

進
等
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

質
問

　

本
地
籍
調
査
は
現
存
す

る
「
字
切
図
」
の
訂
正
で

あ
り
、
登
記
簿
謄
本
の
面

積
ま
で
出
来
る
と
聞
き
ま

す
が
相
違
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

町
長

　

地
籍
調
査
業
務
に
つ
い

て
は
、
土
地
所
有
者
、
土

地
境
界
、
地
目
、
面
積
等

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、

現
況
の
土
地
利
用
形
態
に

基
づ
き
地
目
の
変
更
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

現
地
調
査
に
よ
り
画
定

し
た
境
界
測
量
を
お
こ
な

い
正
確
な
面
積
が
確
定
し

ま
す
の
で
、
面
積
に
つ
い

て
も
訂
正
を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
相
続
及
び
売

買
等
に
よ
り
登
記
簿
と
現

況
所
有
者
に
相
違
が
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
変
更
を
お
こ
な
う
こ

と
は
で
き
ま

せ
ん
。

質
問

　

現
在
の
町

道
等
に
区
有

地
や
民
有
地

が
使
用
さ
れ

て
い
る
現
状

が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、

こ
の
処
理
は

ど
う
す
る
考

え
で
す
か
。

町
長

　

地
籍
調
査

段
階
に
お
い
て
民
有
地
等

が
町
道
と
な
り
、
町
道
敷

と
し
て
の
分
筆
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
な
い
町
道
敷
部

分
に
つ
い
て
は
、
公
衆
用

道
路
と
し
て
分
筆
だ
け
お

こ
な
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
籍
調
査
完

了
後
、
所
有
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

出
来
る
カ
所
か
ら
公
衆
用

道
路
に
つ
い
て
は
、
基
本

寄
付
と
し
随
時
町
道
へ
と

名
義
変
更
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問

　

調
査
終
了
後
、
官
地

（
里
道
・
水
路
・
池
・
井

戸
）
の
不
用
物
件
が
判
明

し
た
場
合
、
調
査
完
了
後

そ
の
不
用
物
件
に
つ
い
て

払
下
げ
す
る
予
定
は
有
る

の
で
す
か
。　

町
長

　

町
に
権
限
の
あ
る
法
定

外
公
共
物
の
払
下
げ
申
請

に
つ
い
て
は
、
現
況
の
利

用
状
況
等
の
調
査
を
お
こ

な
い
、
公
共
で
の
利
用
や

そ
れ
ら
に
準
じ
た
公
共
性

の
高
い
利
用
行
為
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
い
か
な
ど

検
討
し
、
問
題
が
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
有
償
に

よ
る
払
下
げ
に
応
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
こ
の
文
章
は
本
人
が
ま

と
め
た
も
の
で
す
）

 
官
有
地
の
整
理
は

谷
　
　
久
司

地籍調査ピン打ち（高池下部）

古座川町議会だより （8）



　

去
る
８
月
28
日
「
南
紀

熊
野
」
が
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
た
。
こ

の
喜
び
を
町
民
の
方
が
た

に
広
く
伝
え
る
こ
と
を
具

体
的
に
考
え
て
い
る
か
。

　

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
会
長
の
仁
坂

知
事
は
「
大
変
う
れ
し
い
。　

世
界
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
、

早
期
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

ま
た
、
神
保
圭
志
南
紀

熊
野
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
会
会

長
は
「
お
も
て
な
し
に
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅

力
を
地
元
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
民
の
中
に

は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な

ん
や
」
と
思
う
人
が
い
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長

　

10
月
発
行
の
「
広
報
こ

ざ
が
わ
」
１
３
８
号
で

「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

特
集
号
」
と
し
て
編
集
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
で
は
、
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
、
県
内
外
に
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
お

こ
な
う
計
画
を
し
て
い
る
。

質
問

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

ま
で
の
町
の
取
り
組
み
を

問
う
。

町
長

　

平
成
23
年
９
月
、
高
知

県
の
「
室
戸
」
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
和

歌
山
県
も
「
南
紀
熊
野
」

の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
て
動
き
出
し
た
。
同
年

末
に
、
県
環
境
生
活
部
長

と
自
然
環
境
室
長
が
「
南

紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

計
画
」
の
説
明
で
来
町
。

　

平
成
25
年
２
月
６
日
に

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
設
立
総
会
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
翌
26
年
３

月
23
日
に
は
那
智
勝
浦
町

で
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
。
４
月
18
日
に
平

成
26
年
度
総
会
。

　

７
月
４
日
か
ら
６
日
、

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
審
査
委

員
会
の
現
地
審
査
の
結
果
、

古
座
川
町
は
す
べ
て
で
高

い
評
価
を
得
た
。

　

古
座
川
町
は
、
県
や
同

協
議
会
が
主
催
す
る
「
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定
に

向
け
て
の
各
種
の
催
し
に

す
べ
て
参
加
し
協
力
。

　

取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
平
成
25
年
２
月
26

日
、
同
協
議
会
学
術
委
員

の
後
誠
介
氏
を
講
師
に

「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
考
え
よ

う
」
と
い
う
題
で
講
演
会

を
開
催
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
25

年
２
月
か
ら
平
成
26
年
度

末
ま
で
の
間
に
29
回
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
ぼ
た
ん
荘
や
「
や

ど
や
の
会
」
主
催
で
も

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
。
学
校
教

育
で
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
に
関
す
る
学
習
会

を
現
地
調
査
も
含
め

延
べ
９
回
実
施
し
て

い
る
。

質
問

　

喜
ば
し
い
こ
と

に
、
こ
の
認
定
に
伴

い
、
昨
年
３
月
議
会

の
一
般
質
問
で
町
文

化
財
へ
の
指
定
を
求

め
た
「
真
砂
の
元
船

着
場
」
が
、
周
辺
の

ジ
オ
サ
イ
ト
（
見
ど

こ
ろ
）
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

　

大
地
の
す
べ
て
を

楽
し
め
る
ジ
オ
パ
ー

ク
を
、
地
元
の
住
民

の
方
が
た
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
。

　

４
年
お
き
の
見
直

し
の
再
審
査
に
も
堂
々
と

胸
を
張
っ
て
臨
も
う
。

　

古
座
川
町
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し

て
い
く
の
か
、
具
体
的
な

計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長

　

町
内
の
３
つ
の
道
の
駅

と
「
道
の
駅
橋
杭
岩
」
の

他
に
全
国
で
４
カ
所
、
計

８
カ
所
の
道
の
駅
と
連
携

し
て
観
光
交
流
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

今
、
実
施
し
て
い
る

「
ジ
オ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

と
４
月
・
８
月
の
「
守
り

犬
」
の
イ
ベ
ン
ト
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

（
こ
の
文
章
は
本
人
が
ま

と
め
た
も
の
で
す
）
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南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
認
定
の
周
知
を
町
民
に

尾
崎
や
よ
い

一枚岩守り犬夏祭り



　

今
年
８
月
の
台
風
11
号

に
お
い
て
避
難
準
備
情
報
、

そ
の
後
の
避
難
勧
告
が
早

く
出
さ
れ
た
よ
う
に
思
う

が
、
紀
伊
半
島
大
水
害
後

の
避
難
準
備
情
報
、
そ
の

後
の
勧
告
、
指
示
を
出
す

基
準
及
び
解
除
の
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

避
難
勧
告
等
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
古
座
川
町
地

域
防
災
計
画
に
発
令
基
準

を
記
載
し
て
お
り
、
そ
れ

を
元
に
運
用
し
て
い
る
。

　

現
場
の
状
況
報
告
等
、

様
ざ
ま
な
情
報
を
元
に
慎

重
に
検
討
し
、
明
る
い
時

で
早
い
時
期
に
発
令
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

解
除
に
関
し
て
も
同
様

で
、
慎
重
に
検
討
の
う
え

解
除
し
て
い
る
。

質
問

　

台
風
11
号
に
よ
る
避
難

勧
告
で
、
古
座
川
町
の
避

難
状
況
は
、
15
カ
所
の
避

難
施
設
で
79
名
の
避
難
者

が
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

行
政
の
対
応
は
充
分
で

あ
っ
た
の
か
。

町
長
　

　

避
難
者
に
対
す
る
行
政

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
の
主
要
な
避
難
所
に

職
員
が
待
機
し
て
、
各
避

難
所
を
巡
回
し
、
必
要
に

応
じ
毛
布
や
非
常
食
等
の

物
品
を
配
布
し
て
い
る
。

　

他
に
は
各
地
区
の
水
位

状
況
、
主
要
道
路
の
落
石

風
倒
木
等
の
除
去
等
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

主
要
な
避
難
施
設
に
は

情
報
を
得
る
た
め
の
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

家
庭
に
お
い
て
、
ベ
ッ

ド
で
生
活
し
て
い
る
人
の

た
め
に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
れ
る
簡
易
ベ
ッ
ド
を
用

意
す
る
事
は
出
来
な
い
の

か
。

町
長

　

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
避

難
所
す
べ
て
に
設
置
は
し

て
い
な
い
、
す
べ
て
が
、

町
の
施
設
で
な
い
た
め
購

入
す
る
と
な
る
と
管
理
面

等
で
課
題
が
生
じ
る
た
め
、

す
べ
て
の
避
難
所
へ
の
テ

レ
ビ
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

　

ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
集

会
所
等
に
防
災
ラ
ジ
オ
を

配
備
し
て
い
る
。

　

簡
易
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー

マ
ッ
ト
、
今
年
度
ダ
ン
ボ

ー
ル
間
仕
切
り
を
購
入
し

利
用
出
来
る
体
制
に
し
て

い
る
。

質
問

　

台
風
11
号
に
よ
る
避
難

で
は
、
古
座
中
学
校
校
舎

に
避
難
さ
れ
た
よ
う
で
、

学
校
の
先
生
だ
け
で
は
対

応
し
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。

　

町
職
員
の
配
置
な
ど
の

考
え
は
な
い
か
、
ま
た
自

主
防
災
会
へ
の
協
力
要
請

は
出
来
な
い
か
。

町
長

　

職
員
配
備
に
つ
い
て
は

現
状
の
人
員
で
は
非
常
に

厳
し
く
町
内
主
要
避
難
所

に
待
機
が
精
一
杯
で
あ
る
。

　

各
学
校
へ
の
避
難
に
つ

い
て
も
教
職
員
の
方
が
た

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地

域
内
で
非
常
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

強
制
は
せ
ず
、
自
主
的

な
協
力
活
動
を
お
願
い
し

た
い
。

質
問

　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
よ
る
と
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
内
に
入

っ
て
い
る
避
難
施
設
が
あ

る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

町
長

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
内
の
避
難
施
設
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
で
再
検

討
を
お
こ
な
い
た
い
。

質
問

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
付
避
難

誘
導
灯
は
、
町
内
に
11
カ

所
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

高
池
下
部
の
避
難
路
入
口

付
近
に
も
、
停
電
し
た
時

の
た
め
に
蓄
電
池
内
蔵
型

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
つ
け

る
事
を
考
え
て
い
な
い
か
。

町
長

　

避
難
路
入
口
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
設
置
予
定
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
設
置
し
た
よ

う
に
補
助
制
度
を
利
用
し

て
、
そ
の
他
の
避
難
路
に

も
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

災
害
時
要
援
護
者
の
方

の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
二
次
避
難
施
設
に

避
難
す
る
よ
う
呼
び
か
け

を
す
る
の
か
。

総
務
課
長

　

要
援
護
者
に
つ
い
て
は

高
瀬
会
と
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
と
く
に
必
要
な
人

は
高
瀬
会
の
方
へ
送
迎
し

て
い
る
。

（
こ
の
文
章
は
本
人
が
ま

と
め
た
も
の
で
す
）

防
災
対
策
の

　
　
　
　
強
化
を

坂
本
　
卓
巳

古座川町議会だより （10）
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あ
る
町
民
の
方
か
ら

「
町
内
に
住
み
た
い
と
思

っ
て
空
き
家
を
探
し
た
。

　

60
ヵ
所
以
上
当
た
っ
た

が
貸
し
て
も
ら
え
る
、
ま

た
は
売
っ
て
も
ら
え
る
空

き
家
が
な
く
て
、
も
う
い

よ
い
よ
串
本
で
探
そ
う
か

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

今
の
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て

く
れ
る
人
が
い
て
、
や
っ

と
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

　

今
ま
で
若
者
定
住
促
進

に
つ
い
て
何
度
か
質
問
を

し
、
提
案
を
し
て
き
た
が
、

そ
の
根
本
的
な
考
え
は
、

都
会
に
出
て
行
く
若
者
が

多
い
中
で
、
こ
の
周
辺
で

就
職
し
て
い
る
若
者
を
逃

さ
な
い
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
こ
う
し
た
若
者
が
古

座
川
町
に
住
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
対
策
を
取
れ
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

古
座
川
町
が
こ
う
し
た

点
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て

い
れ
ば
、
先
ほ
ど
の
方
の

よ
う
な
苦
労
さ
れ
る
町
民

や
、
職
員
の
う
ち
28
名
も

が
町
外
に
住
ん
で
い
る
状

態
な
ど
、
生
ま
れ
て
い
な

い
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
予
算
を
必
要
と

し
な
い
２
点
に
絞
っ
て
質

問
し
た
い
。

　

町
内
の
空
き
家
・
空
き

地
情
報
を
き
ち
ん
と
つ
か

ん
で
い
る
か
。
持
ち
主
と

現
住
所
、
状
態
な
ど
役
場

で
あ
れ
ば
こ
そ
つ
か
む
こ

と
の
で
き
る
情
報
だ
。

町
長

　

産
業
振
興
課
で
空
き
家

の
状
況
調
査
を
お
こ
な
っ

た
。

　

町
内
に
は
２
８
８
戸
の

空
き
家
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
売
買
・
貸
与
が
見
込
ま

れ
る
空
き
家
は
15
戸
で
、

す
ぐ
に
入
居
で
き
る
空
き

家
は
７
戸
。
そ
れ
以
外
は

大
規
模
な
修
繕

が
必
要
で
あ
る
。

質
問

　

こ
れ
ら
の
情

報
を
活
か
す
た

め
に
も
庁
舎
内

に
住
宅
相
談
窓

口
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　

相
談
に
訪
れ

た
住
民
の
方
の

希
望
を
聞
き
、

そ
れ
に
で
き
る

だ
け
応
え
ら
れ

る
よ
う
議
員
も

職
員
も
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
先
ほ
ど
紹
介
し

た
住
民
の
方
の
よ
う
な
苦

労
を
さ
せ
な
い
町
づ
く
り

を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

町
長

　

住
宅
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
不
動
産
業
者
と
の
問

題
が
あ
り
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

住
宅
相
談
窓
口
を

　
　
　
　
　
　
つ
く
れ

日
下
　
博
規

　

こ
れ
は

以
前
、
瀧

口
議
長
が

一
般
質
問

で
取
り
上

げ
た
も

の
で
、

そ
の
後

総
務
委

員
会
の
調

査
事
項
と

し
て
、
先

進
地
視
察

に
行
っ
て

き
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
東
京
都

奥
多
摩
町
と
檜
原
村
。

　

両
町
村
と
も
急
峻
な
山

肌
に
人
家
が
点
在
す
る
町

で
、
地
形
の
関
係
上
町
道

か
ら
道
を
つ
け
ら
れ
な
い

家
や
、
階
段
の
家
が
多
く

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
モ
ノ
レ

ー
ル
を
設
置
し
て
い
た
。

　

古
座
川
町
で
も
こ
う
し

た
県
道
・
町
道
へ
道
が
つ

け
ら
れ
な
い
家
や
、
２
～

３
ｍ
の
階
段
等
の
あ
る
家

は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

外
出
し
た
り
、
荷
物
を

運
ん
だ
り
す
る
と
き
、
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
人

達
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の

福
祉
モ
ノ
レ
ー
ル
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

町
長

　

導
入
で
き
な
い
か
現
地

調
査
も
含
め
検
討
し
た
が
、

初
期
投
資
と
し
て
多
額
の

経
費
が
か
か
る
こ
と
、
安

全
管
理
面
や
維
持
経
費
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

現
実
的
に
は
導
入
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

東
京
の
２
町
村
と
も
こ

れ
ら
の
事
業
に
取
り
組
む

に
当
た
っ
て
、
東
京
都
か

ら
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
い
た
。

　

県
に
補
助
の
働
き
か
け

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

現
状
で
は
、
県
を
含
め

県
内
市
町
村
で
具
体
的
な

事
業
化
の
動
き
は
な
い
。

　

今
後
の
動
向
を
見
な
が

ら
適
切
な
時
期
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

（
こ
の
文
章
は
本
人
が
ま

と
め
た
も
の
で
す
）

　
福
祉
モ
ノ
レ
ー
ル
で

　
　
　
　
快
適
な
生
活
を

福祉モノレール（奥多摩町）

古座川町議会だより（11）



　

わ
が
国
に
お
い
て
、
Ｂ

型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
が
３
５
０
万
人
以
上
と

さ
れ
る
ほ
ど
蔓
延
し
て
い

る
の
は
、
国
の
責
め
に
帰

す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
肝
炎
対

策
基
本
法
な
ど
に
よ
っ
て

明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
は
、

現
在
、
肝
炎
治
療
特
別
促

進
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
対
象
と
な
る

医
療
が
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
助
成
の
対
象
か
ら

外
れ
て
い
る
患
者
が
相
当

数
に
の
ぼ
る
。

　

ま
た
、
肝
硬
変
を
中
心

と
す
る
肝
疾
患
も
障
害
者

手
帳
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
医
学
上
の
認

定
基
準
が
厳
し
い
た
め
亡

く
な
る
直
前
で
な
い
と
認

定
さ
れ
な
い
な
ど
、
現
在

の
制
度
は
肝
炎
患
者
に
対

す
る
生
活
支
援
の
実
効
性

を
発
揮
し
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
次
の

事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

１　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬

変
・
肝
が
ん
に
係
る
医

療
費
助
成
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
。

２　

身
体
障
害
者
福
祉
法　

上
の
肝
機
能
障
害
に
よ　

る
身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
を
緩
和
し
、

患
者
の
実
態
に
応
じ
た

認
定
制
度
に
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

《
６
月
》

30
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会《
７
月
》

７
日

　

和
歌
山
県
町
村
議
会
議

長
会
理
事
会
（
和
歌
山
市
）

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会14
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会14
・
15
日

　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組

合
視
察
（
岐
阜
市
）

15
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会16
～
18
日

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
定
期
総
会

　
　
（
大
分
県
日
田
市
）

21
日

　

大
規
模
土
砂
災
害
対
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
（
那
智
勝
浦
町
）

28
日

　

総
務
常
任
委
員
会

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
定
例

会
（
和
歌
山
市
）

29
日

　

県
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
県
知
事
に
要
望
書
提
出

（
和
歌
山
市
）

31
日

　

高
速
自
動
車
道
紀
南
延

長
促
進
協
議
会
委
員
会
及

び
総
会
（
新
宮
市
）

　

湯
川
、
田
原
間
道
路
建

設
促
進
協
議
会
か
ら
県
要

望
（
和
歌
山
市
）

《
８
月
》　

１
・
２
日

　

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

す
さ
み
、
那
智
勝
浦
間
建

設
促
進
協
議
会
陳
情
（
東

京
都
）

６
日

　

東
牟
婁
郡
議
長
会
（
那

智
勝
浦
町
）

８
日

　

和
歌
山
県
町
村
議
会
全

議
員
研
修
会
（
か
つ
ら
ぎ

町
）

26
日

　

国
道
３
７
１
号
改
良
促

進
委
員
会
総
会
及
び
要
望　
　
　

（
和
歌
山
市
）

《
９
月
》

２
日

　

議
会
運
営
委
員
会

８
日

　

議
会
運
営
委
員
会

９
～
25
日

　

第
３
回
定
例
会

11
日

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日

　

総
務
常
任
委
員
会

16
日

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

29
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

古座川町議会だより （12）

　

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら

３
年
、
和
歌
山
県
は
昨
年

９
月
か
ら
大
水
害
の
被
害

を
教
訓
に
、
51
時
間
先
ま

で
の
降
水
量
を
予
測
出
来

る
独
自
の
気
象
予
測
シ
ス

テ
ム
の
本
格
運
用
を
始
め

て
お
り
、
運
用
に
よ
り
市

町
村
が
避
難
情
報
を
早
く

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

９
月
20
日
に
和
歌
山
市

の
ビ
ッ
ク
愛
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
和
歌
山
大
学
防

災
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
に

よ
る
「
地
域
を
守
り
抜
く

力
、
災
害
か
ら
命
を
守
る

防
災
教
育
」
の
講
演
会
が

あ
っ
た
。

　

防
災
意
識
を
変
え
る
に

は
、
自
然
理
解
、
想
像
力
、

対
応
能
力
を
学
ぶ
事
で
避

難
行
動
が
可
能
に
な
り
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所

の
歴
史
を
知
り
リ
ア
ル
な

防
災
訓
練
が
重
要
、「
感

動
・
講
座
・
体
験
」
に
よ

っ
て
自
ら
の
危
険
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
行
動
出
来
る
よ

う
に
な
る
と
の
講
演
内
容

で
あ
っ
た
。

　

早
目
の
避
難
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　
　
（
坂
本
卓
巳
）

編
集
委
員
会
よ
り

陳
情
・
意
見
書

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
陳
情
は
委
員
長
報
告
後
、
全
員
異
議
無
く

採
択
し
、
意
見
書
を
９
月
26
日
付
け
で
、
国
の
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

議
会
日
誌


